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Mシリーズ電子計算機システム

高性能周辺装置
High Perfomance PeripheralEquipment

新シリーズ周辺装置として,システム全体の性能向上を図るため,従来より数段

と優れた高性能周辺装置の開発を行なった｡これら周辺装置においては,性能を従

来機種の数倍に強化するとともに,特に信頼性,操作性,保守性などの改良に努め†

いわゆるRAS機能を充実しシステム パ叩フォーマンスの向上,コスト
パーフォー

マンスの向上などをねらいとしている｡本稿は新装置の惟能概要及び特徴について

述べる｡

m 緒 言

日立製作所は､昭和49年11=よりHITAC Mシリーズ コン

ピュータ システムを発表してきたが,このシステムに接続さ

れる高性能周辺装置としてファイル系では,j滋気ディスク,

デⅦタ モジュール形磁気ディスク,磁こ気ドラム及び磁気テー

プを,Ⅰ/0系ではライン プIjンタ,か一ド読取機,カrド

せん孔機及びカードE｢j刷せん孔機を取りあげ,従来装置に比

べて性能,特色がどのように改善されているかを記述した｡

これらの高性能周辺装置のうち,カード入･出力装置を除

く周辺装置は,いづれも昭和47年度より電子計算機等開発促

進費補助金を通商産業省よl)'交付されて開発してきたもので

あり,日立製作所の研究陣を全力動員し,基礎研究から信栢

性,保守性及び操作性に至る広い範囲の同産技術を結集させ

たものである｡

Mシリーズ用の高性能周辺装置は,本質的には大容量化,

高速化,高い信楯性,使いやすい操作件,保守の容易さなど

を主眼にして設計されており,更にこれらの性能がいずれも

新しい処‡聖装置,ソフトウェアと連携して,より高いシステ

ム効率,より優れたコスト パフォーマンスを発揮できるよう

に設計されている｡

凶 大容量磁気ディスク装置

近jF,ますます情報処理量が増大し,これに対処するため

にコンピュータ システムは大形化,高速化の傾向をたどって

おり,従って,外部記憶装置も大容量,高速性及び高信鰍性

であることが不可欠となっている｡,今回,これらのニーズに

こたえて新磁気ディスク装置の開発を行なった(図l)｡

本装置には,1スピンドル(1パック)当たりの記憶容量が

100メガバイトであるH-8589-1ディスク駆動装置と,1スピ

ンドル当たりの記憶容量が200メガバイトであるH-8589】11デ

ィスク駆動装置の2機種がある｡これらのディスク駆動装置

はH-8588-11ディスク接続装置を介し,H-8549-2ディスク

制御装置に‾最大32台接続制御可能である｡

本装置の主な仕様を表1に示す｡

従来のH-8578形ディスク装置に比較し,特に記録密度3.5～

7倍にしたことによる大容量化とアクセス タイムを半減させ

たことによる高速化に新ディスク装置の特徴があるが,これ

らは次に述べる技術開発に裏付けられたものである｡

(1)大容量化技術

(a)トラック サーボ方式による高精度位置決め技術の開発
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図I H-8589-11ディスク駆動装置 本装置では,ディスクパック搭

載用ドロワ部は2階建方式をとり,また装置上面には,ディスク パック収容ス

ペースを確保L,操作性をよく Lている｡

表I H-8589-1/H-8589-11テざィスク駆動装置の仕様 什8589一=は

H-8589-1に比べて,トラック密度が約Z倍,パック当たり容量はちょうど2倍

で,位置決め時間は平均5ms三短くなっていることが分かる｡

装置形名

項目
H-8589-1 H-8589-1l

事

記憶

容量

(バイト/パック) 100′O18′280

13′030

4′040

200.036.560

13′ロ30

4′040

370

(バイト/トラック)

記録密度(BPl)

トラック密度(TPり

トラック数/シリンダ

192

19 19

808十7(交替トラック)シリンダ数/パック 404＋7(交替トラック)

時イ立
置
決

間め

(ms)

最 小

平 均

最 大

10 6

25

芦 50

30

55

平均8.4回転待ち時間(ms)

情幸艮転送速度(バイト/秒)

平均 8.4

806.000 806.000

注:BPl=ピット/インチ,TPl=トラック/インチ

*

日立製作所小田原工場
**

日立工機株式会社
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によった高トラック密度(約2～4倍化)の実現

(b)記録喋体の材料及び準布技術､微′ト附J隙浮動記事読再牛

ヘッド製造技術,記録再生回路系の低ノイズ化技術などの

開発による高密度記録(約2倍)の実現

(2)高速化技術

結速ボイス コイルアクチュエ】タの採用による位置決め

機構ノ乏び高連位置決め制御回路技術の開発などによる砧速化

(約2倍)の実現

また,コンピュータの使糊効率の向上という血からは,回

転位置を検山して目的のレコードの先頭が近づくまでチャネ

ルノ之び制御装置を解放することができる回転位置検山機能,

また200メか､バイト ディスク装置には情報書込時のイレース

動作から制御装置を解放するためのフォ【マット ライトリ

リーズ機能などの蹄Lい機能を追加し､回転数の一‡l石越化(1.5

倍)によるデータ待ち時間の触鶴と相ま′ノてシステムの効率向

上を図っている｡

高信相性への配定は,大容量化技術,高速化技術そのもの

の開発のしいで十分取l)入れられているが,機能的にはデータ

ブロックの様に付加したエラー コレクション コードによる

誤りの検.【-rり之び訂正機能,読Ⅰ放りエラーなどが生ずるとコマ

ンド再試行機能により､ソフトウェアの干を借りることなく

エラー回復か行なえる機能を備えている｡また診断プログラ

ムにより,帖吉党牛装置の診断をオンライン劇作と並行して

行ない,子†;力付守の容易化を升め､装置の柘効率向_f∴への配

嬉二を行なっている｡

倒 データ モジュール形磁気ディスク装置

現在,記録媒体交授可能な磁気ディスク装置は,ディスク

′ヾック方1▲(に代表されるように､磁気記録媒体をプラスチッ

クの容器に入れて交絶する方式を取るのが主流となってし-る｡

しかし,本方式では磁乞ミディスク装置間の情報の在根性を保

つため,磁;もヘッドグ)特性及び磁与ミヘッドの位置づけは装置

間ばらつきが権力′トきくなるように抑えられていなければな

ごっないゥ 乍細‖那己きれたデータ モジュール形磁気ディスク裳

表2 H-8586-12/H-8586-21/H-8586-22ディスク駆動装置の仕様

記憶容量は,データ モジュールにより決定される｡

∃
＼---＼装置形名:什8駄■2

工頁 日 H-8586-2】!H-8586-22

データ モジュールイ吏用数

召更 少

イ立置決め時間

(ms)
平

____㌍1最 大 買

回転待ち時間平均(ms)

情報転送速度(バイト/秒)

-
一
-
…
Z
O
■
4
5

m
一
…

表3 H-858小35/H-8584-70データ モジュールの仕様 H-85糾-35

とトト8584‾70の2種のデータ モジュールにより,記憶容量を35メガバイトと70

メガ/ヾイトに使い分けできる｡

モジュール形名■
H-8584-7D項 目 l

H-8584-35

記憶容量(バイト)

トラック記憶容量(バイト)

シリンダ数

トラック数/シリンダ)

･記事責密度(BPり

トラック密度(TPl)

;34,944,768
l

69,889,536

8′368

348

8′368

696

12

5.600

300

-2

5.6(〕0

300
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図2 H-8586-12/H-8586-2Zディスク駆動装置 データモジュ_ル

が実装されている状態を示す｡上部カバーを開くことにより,簡単にデータ モ

ジュールを交模することができる｡

置は,本問題ノ〔!､∫二を解決するために磁与も記録媒体だけでなく磁

仁もヘッド放び磁乞毛ヘッド駆動部の一部をプラスチック容器に

入れ,二れを全休として交換することによI)記録裸体交換を

行なうもので,ニれにより信相性及び+性能を大幅に向上させ

ることができた｡

H‾8586-12ディスク駆動装置,H-8586-21ディスク駆動装置

及びH-8586-22ディスク駆動袋帯は,本間先により製.冒りとされ

たデⅥタ モジュ【ル形ディスク駆動装置で,H-8586-12は,デ

バイス コントロールトり路を含む其本構成であり,H-8586-21,

H‾8586-22は,H-8586-12の晰設用装置となっている(図2)｡

H-8584-35データ モジュール,H-8584-70データ モジュー

′しは､上記装置に取り付けられる記録媒体で,H-8584-35は35

メオ､バイト,H-8584-70は70メガバイトの記憶容量をもつ｡

二れら装置の主ち･仕様を表2,3に-ホす｡

前述Lたように.これらの装置は磁乞毛円板､磁気ヘッドを

一体としてプラスチック ケースに収めて交換するデータ モ

ジューール方式をす采用Lており､それにより従来のディスク装

置と比較L次のような憤れた持主主をもっている｡

(1)2椎の記憶容量をもつデータ モジュールを開発すること

によリ1同一雛動装巨琵で2椎の容量の記録媒体を使用可能と

L,データ客員の融通性をもたせることができる｡

(2)データ モジュールに磁妄ト､ソドと磁気ディスクが密閉内

蔵されている構j左のため,砧妄1毛テ､ィスク交換時に,塵瑛の結左

入をl妨ぐことができる｡

(3)磁気ディスク交枚のため磁気ヘッドを磁気ディスク外に

移動させる必要がないたれ 磁気へ､ソドの移動ストロークが

′J､さくでき,軽量で簡単なメカニズムで低コストで高速なア

クセス機構をもっている｡

(4)磁ぅもヘッドと磁1もテ'ィスクの組みfナわせが固定しているた

れ 装置間の再検件を保つためのヘッドの配列精度は厳密な

必要はなく.簡単なメカニズムで低コストで信頼度の高い機

構をもっている｡

日 高速磁気テープ装置

最近の大形コンピュータ システムにおいて,磁気テープ装

置はオンライン システムのバックアップ ファイルや,大量

データの処理,蓄積手段として用し､られ,たえず大容量化,

高速化,テープ操作性の改良及び高い信根性が要求されている｡
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鹿野

図3 H-8488-1磁気テープ装置 右側のテープ装着部にテープリール

を取り付け,ボタンを押すだけで自動的にテープは左側のリールに巻きイ寸き,

約了秒で動作可能となる｡

これらの要求にこたえるため,表4に示す高速磁気テープ装

置シリーズを開発Lた｡この外観を図3に示す｡､

(1)記録密度6,250BPIの実用化

従来の記録密度1,600BPIに加え,このシり【ズで6,250

BPIを実現して,テ"プ1巻当たりの容量の増大を図った｡

記録方Jミとしては,高密J空記録方式に過Lた群符号化記録‾方

式を採用し,6,250BPIの情報記録密度に対しテープ上の磁

化反転密度を‾最高9,042FCI(磁化反転/インチ)に抑えてい

る｡データ品質を十分保証できるよう,2トラック エラー帽

正機能,デッドトラック回復機能をもつデMタ フオーマッ

トを採用した｡

記録密度6,250BPIにおいては,記録密度を.Lげると同時

に,インターブロック ギャップを従来の半分である7.6mmに

している｡この実現のために,トルク イナーシャ比の極めて

大きな高性能低慣性モータを開発し,テープ走行の速J空制御

だけでなく,位置制御の思想も入れた精密なサーボ系でこれ

を制御している｡このテープ駆動系によ-)例えば,H-8488-1

形磁気テープ装置では,約0.8msでテープを静止状態から和

秒5Inの速度まで加速する｡この間に移垂わするテープ量は約

1.8mⅡ】である｡

6,250BPIの実現のためには,高/か解能の磁気ヘッドが必ラ貞

であり,磁気材料の研究など基礎的な研究の結果,高性能の

ヘッドの開発に成功Lた｡

記録密度6,250BPIによるテープ1巻の零墨の増加について

は,図4を参照されたい｡

(2)操作性に対する考慮

このシリーズの装置は,すべてオート スレッディング機能

を標準装備しており,すべてIBM社タイプのラップ アラウ

ンド カ･-トリッジが使用可能である｡装置のり-ル ハブも,

空気圧で動作するオート ハブを抹用し,オペレータの負担を

軽i成し,迅速なテープの取り付け,取り外しを可能としてい

る｡巻き戻し時間も,730mのテ耶プ1巻で約45秒と高速にし,

むだ時間の縮減を図っている｡

(3)H-8481形磁気テープ制御装置

本シリーズの磁気テープ装置は,H-8481形制御装置に接続

される｡本制御装置は,マイクロ プログラム制御方式であー)､

この特徴を生かして弓滋気テープ装置の動作を制御,監視して
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バイト数ノブロック
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図4 】滋気テープl巻中に記貪桑できる情報容量 lブロック長のバ

イト数が多くなれば,テープl巻当たりの情報容量は6′250BPlにおいては飛躍

的に増大することを示Lている｡

いる｡また｢オンライン診断コマンドの強化+,｢インライン診

断機能の採用+､｢自己診断機能の才采用+により,RAS機能に

十分な配慮を払っている｡

Il大容量磁気ドラム装置

H-8575-1形磁気ドラム装置は,銀行システム,座席予約シ

ステムなどの大規模オンライン システムの需要に応じて,従

来の才蔵気ドラム一装置の高イ言根性を保持しながら､アクセス タ

イムの半i成,記憶容量の4倍化を達成するなど,洞内投銭･性

能のものであり世界的にも茸乏高水準の装‾置である｡本装置の

主な仕様を表5に示す｡

本磁乞(ドラム装置には磁気卜うム機械部(図5に外観をホす),

′直了一也路部,直流電源,【叫転体駆動用の岳周波電源などが
一

つのケースに収幕内されてし､る｡制御装置との接続構成は,1

台の磁気ドラム装置には拉大2子‡の制御装置が,また1台の

制御装置には標準で2≠言が,付加機構の追加により股大4台

までのj滋気ドラム装置が接続可能である｡

本装置の特長としては,

(1)平均アクセス タイム5.3msを実現するために,磁気ドラ

ム回転体の同転数を6,000rpmと従来の2倍にじげたっ

表4 記録密度6′250/l′600BPl一遍気テープ装置の仕様 H瑠488と

H-8468及びH-8487とH-8467とは.テープ速度が同一で記録密度だけが異なる｡

＼＼-､＼_装置形名F
項日

＼…H湖88

l

H-8487!H瑠468
H-8467

情報転送速度

(キロバイト/秒)

記録密度

(BPり

l

l′Z50

6′250

-

780 320 20亡〉

6′250 I′600

位相変調

l′600

記 毒桑 方 式 群符号化 群符号化 位相変調

テープ速度

(ms)

テープロード時間

(s)

5.08

101よ下

3.18 5.08 3,18

】0以下 10以下

45

101よ下

45

l800BP■

テープ巷戻L時間

(s)
45 45

付 加 磯 構 l′600BPl l.600BPl 800BPl

61



7朗 日立評論 VO+･57 No.9=975-9)

(2)約4,000BPIという高記録密度を達成するために,磁気

ヘッド浮上間隙を従来の約半分の1.1/∠mとし,更にヘッド構

嵐 コア材,磁性めっきの大幅な改善を行なった｡

(3)高記録密度と自己刻時機能を共に得るため,変形NRZ-

Ⅰ(Non Return-tO-Zero-Change-for｡｡｡)記録方式を採用し

た｡

(4)変復調回路,直並列変換回路を内蔵することによ-),制

御装置との情報転送を簡略化した｡

(5)制御装置のエラー コレクション機能,リトライ機能,エ

ラー ログ機能などの充実によ-),信頼性,保守性の向上を図

った｡

表5 H-8575-1磁気ドラム装置の仕様 トラック当たり容量,ドラム

回転数が従来に比べて大幅に向上Lている｡

項 目 仕 様

記 憶 容 量(キロバイト) 15′000

トラック当たりの容量(バイト) 】5′】20

l′024データ トラック数

情 報 転 送 速 度(キロバイト/秒) 】′450

記 錦 方 式 変型N,R.Z-1

ピ ッ ト 密 度

平均呼出 L 時間(ms)

ド ラ ム 回 転 数(rpm)

3.910BPl

5,3

6,000

図5 H絹575-1磁気ドラム装置機構部 磁気ヘッド,回章云体.駆動モー

トルなどから成る(高さは665mm)｡
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書込周波数(MFRPS)

20

図6 記録再生周波数特性 最高記希周波数13M磁化反転/秒において

もヘッド出力低下は%以下に抑えられ,4mVp-Pが確保される｡
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などが挙げられる｡

本装置の大容量化は図6に示すような優れた磁気記録再生

特性に裏付けされている｡

同図に示すように,最高記録層披数13M磁気反転/秒におけ

る読出し電圧は約4mVを確保している｡

8 高速ライン プリンタ

近年,コンピュータの処埋速度の上昇と相まって,出力装

置としてのライン プリンタの処理能力向上に対する要望が非

常に強くなっている｡H8276/H8277形ライン 7Dリンタは,

HITAC Mシリーズ コンピュータ システムの出力装置とし

て開発したもので,最高2,000行/分の印刷速度をもつ高速ラ

イン プリンタである｡従来までのH8245/H8246形ライン プ

リンタのフィールドでの稼動実績を十分加味し,高性能印字

ハンマ,高速サーボ紙送r)機構,用紙折りたたみ装置などの

開発を重点的に進め,安定した印字品質,用紙の種類に左右

されない用紙送り機能など使う立場に立った製品として完成

したものである｡

(1)装置の概要

本装置は,新シリーズのマルチプレクサ チャネルに接続

し,中･大形コンピュータ システムに使用されるライン プ

リンタである｡中空軽量化活字ドラムと高性能フリー フライ

ングハンマの組合せによる印字方式を採用し,1行分のライ

ン バッファ機能を備えてし-る｡また標準構成のほか,光学文字

読取装置(OCR)付加機構,チャネルスイッチ切換機構,け

た拡張機構など豊富な付加機構を兼備している｡本装置の主

な特長は次のとおりである｡

(a)高速応答形フリーフライングハンマにより高印字品

質で最高2,000行/分(H8277),1,500行/分(H8276)の高速

印字が可能

(b)DCサーボモータの採用により安定した紙送･)と,メ

インテナンスフリーの高信頼性の実現

(C)高性能パワー スタッカによる良好な用紙折りたたみの

実現

(d)ドラム ゲート スイングオープン,4偶のトラクタ連

動,マニュアル用紙送り装置などの実装により用紙装項が

容易

(e)FCB(Format ControIBuffer)を使用した用紙スキ

ップ制御

(f)自動用紙厚検出装置及びリボン スキュー矯正装置の実

装

(g)豊富な診断機能による保守性の向上

表6にH8276/H8277ライン プリンタの性能を,図7にその

外観を示す｡

(2)装置の構成

(a)印刷機構部

中空軽量化活字ドラムとフリーフライングハンマを組

み合わせた活字ドラム方式である｡ハンマユニットは活字

ドラムの後面に位置し,活字ドラムは用紙装填とリボン交

換を容易にするため90度開くスイング ゲート方式となって

いる｡従来のプリンタでは,用紙交換のつど,手動で用紙

の厚さに応じて印字ハンマと活字ドラムの間隙を調整して

いたが,本装置では,用紙の厚さを自動的に検出し,ハン

マユニットをモータで駆動する自動調整機構を設けてし-る｡

また信頼度向上のため,従来の光電式活字コード発生器を,

磁気ピックアップとROM(ReadOnlyMemory)を組み合わ

せた方式をしている｡その他印刷機構部には,リボン スキュー
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図7 H8276/H82了7ライン プリンタ 用紙設定の高さ,操作ボタンの

配置など,人間工学的な面からの配慮がなされている｡

矯正機構,活字ドラムの凶転異常を検出する装置などを設

けている｡

(b)用紙送F)機構

用紙送り機構は駆動用のDCサーボモータ,速度発電機,

位置検出器及びトラクタから構成される｡従来の電磁クラ

ッチ方式に代わるものとして,速度制御と位置制御とを組

み合わせた高性能DCサ”ポモータ方式をj末用することに

より,1行紙送り時間8ms,最高紙送り速度2,540mm/sを

可能にするとともに高信頼度化を実現した｡また紙送り速度

を低速(1～3行)と,高速(4行以上)の2印切換えとする

ことにより,実効処理速度の向上を図っている｡

(c)制御 部

制御部は,マルチ プレクサ チャネルからの指令に従い,

印刷と紙送りの制御を行なう回路及び電源部から構成され

ている｡制御回路には,異常状態の発見や故障診断のため

の各種の診断回路が含まれている｡保守パネルには,スイ

ッチ切換えにより異常状態の表示,FCBなどのカウンタ

内答,インタフェース信号のこ状態表示が可能であり,また

保守のためにオフライン印字も可能である｡

(d)用紙折-)たたみ部

ライン プリンタの高速化に伴い印刷された後の用紙祈り

たたみ処理は重要な機能である｡本装置は用紙の折り目の

くせを巧みに利用した方式であり,用紙送r)を行なうプー

ラⅦ部,用紙に振動を与える部分,折りたたみ高さを一定

とする検出器及び用紙テ”ブル_1二下機構が含まれている｡

高速紙送りに追従するため,用紙バッファ機構を設けている｡

l】 カード入･出力装置

Mシリーズ システム用のカード入･出力機は,信頼一性と操

作性に重点をおき,マイクロ コンピュータの利用など,新し

い制御方式を採用した新シリーズである｡主要3機種の仕様

を表7に示す｡

(1)カード読二取機(図8)

本機の特色は,二大に述べるように制御方式に新機軸を採用

したことである｡

(a)マイクロ プロセッサの使用による処ヨ翌装置との信号授

受,及び機構部のマイクロ プログラム制御を行なう｡

(b)カード1枚分のデータ バッファをもち,処三哩装置への

情報転送時間を短縮する｡
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(C)操作盤にエラー発生時の処理手順を表示し,操作性を

改善する｡

(d)エラー,あるいは障害の内容を細分化し,コwド化し

たものを操作盤に表示する｡また装置内に16件分の記録を

保持し,保守診断に利用できるようにする｡

(e)保守用操作盤よりマイクロ プログラムの-一部を使用可

能とし,オフライン状態でも保守上必要な各種の動作を行

なわせることができるようにした｡

(2)カードせん孔機(図9)

本機では,せん孔のチェック機能が従来機程より強化され

ている｡実施しているチェックは次のとおりである｡

(a)せん孔部へのカードのセット位置チェック

(b)せん孔中のカード間欠送りの異常チェック

(C)せん孔機構の動作チェック

(d)せん孔数のカウント チェック

本機と処理装置との信号授受,及び機構部の制御は,前述の

カード読取機と全く同一の方式をとっているが,本機を制御

するマイクロ プロセッサは,カード読取機のものを時分割方

式で共用している｡このため,実装上では,本機はカード読

取機を介して処理装置に接続する構成となる｡しかし,処理

装置からみて,信号授受のうえでは,本棟とカード読取機と

は独立Lた別装置として扱われるようになっている｡

なお,本機を制御するマイクロ プログラム及び回路の∴部は,

表6 H-82了6/H-8277ライン プリンタの性能 安定Lた印字品質で

の高速印刷速度と,それに見合うパワースタック方式による用紙処理に特徴が

ある｡

項 目 H-82了6 H-827了

印刷速度

活字種類

印刷けた

Il形(行/分) l′500～し200

し500～750

(片イ反名なL)63

2′000～1′580

2′000～l′000

(片ノ仮名なL)63

12形(行/分)

いl形(字種)

い2形(字種〉 (片仮名あり)l10

13Z(オプション160)

10

(片仮名あり)l川

数 13Z(オプション160)

8紙送り時間(ms/l行)

低速(mm/s) 1 760=～3行) 880(l～3行)

高速(mm/s) l′900(4行以上) 2′540(4行以上)

r 横(mm/字)1 2.54 2.54

6又は8

日

Tl縦(行/25.4mm) 6又は8

複 写 能 力 (枚) 6(原紙含む) 4(原紙含む)

用 紙
横(in) ∃

4～19 4～19

8～22縦(in) E 8～22

用 紙 処 理 パワー スタック方式 lパワー スタック方式

表7 カード入･出力磯の仕様 読取りとせん孔時のカード送りは,

コラム パイ コラム方式である｡ニの方式としては,極めて高い処王里速度である｡

機若芽名
項目 カード言売取横 カードせん孔機

カード印刷

せん孔ヰ幾

機器形名 i什8297‾10
H-8298-10 H-8299-31 H-8295-20

盲読取 速 度(枚/分) l.000 l′60(〕

せん孔速度(欄/秒)

印刷速度(行/分)

160 160

240

ホッパ容量(枚) 2′000 2′000 1,200 】′200

スタッカ容量(枚)

リジェクト

スタッカ容量(枚)
400 400 (300)* l′100

注:*保守者専用である｡
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図8 什8297-10/H-8298-10形カード読取機 実績のある信頼性の高

い機構部と,新方式の回路部により構成されている｡

処 理 装 置
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メ
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図IIH-8285-20形カード印刷せん孔機 本機でせん礼印刷を行な

うことにより･記毒責媒体とLてのカードの特長を最大限に生かすことができる｡

表8 カード印刷せん孔機の印刷仕様
不一ド■枚に印刷できる文字

数は最大320で･実用上十分である0片仮名文字を扱えることが大きな利点とな

つている｡

項 目 仕 様

印 刷 行 数 最 大 4

印 刷 位 置 カード上端のせん孔列の間

文 字 数/行 最大80

=(英字26,数字10,記号28,片仮名47)文 字 種 類
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一■磁

図9 H-8299-31形カードせん孔機 実用性に富む高遠シリアルせん孔

機である｡コンパクトな一体式カバーは,防音効果が大きい｡

カードせん孔機

雷‾表‾芸一稼ぎ′㌢謁.､､

図10 カード読取磯,せん孔機の

制御系構成 ヵード言売取機とせん孔

機は,2機種でサブシステムを構成し,

一つのマイクロプロセッサで制御される｡

付加機構とLてカード読取機内に実装されている｡これは関

連部分を集中配置して実装系の合理化を図るためである｡カ

ード読取機とカードせん孔機の制御系の構成を図10に示す｡

(3)カード印刷せん孔機(図lり

本機はカードにせん孔すると同時に文字印刷を行なうこと

ができるため,カードを帳票としてそのまま使用するシステ

ムを導入することができる｡

本機の印刷方式は,活字ドラムとフリー フライングハン

マによるものであるが,活字及びハンマは英･数字用と片仮

名文字用に分かれ,各21組ずつある｡この機構で1行に帥字

の印刷を行なうために,特殊な方法を採用している｡すなわ

ち,1行の印刷を完成させるのに4回の印刷サイクルを繰り

返し,この間にカードを1文字間隔分ずつ3回,横方向にシ

フトさせている｡この方法では,印刷速度は低くなるが,ハ

ンマなどの印刷機構及び駆動回路の部品数を減少させる効果

が大である｡

8 結 言

高性能周辺装置の概要及び特徴は以上述べたとおF)である

が,要約すると大容量化,高速化及び信頼惟技術の強化とい

うことになる｡

いずれの周辺装置についても,個々の技術の進歩,システ

ムとしての技術進歩はまさに日進月歩であり,我々は今後更

に,効率の良い周辺装置へと改善してゆく考えである｡

最後に,高性能周辺装置の開発に際し御指導いただし-た通商

産業省の関係各位,並びに貴重な御意見を寄せられた顧客各

位に対し深謝する次第である｡




